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4年生第2セッション

感情ってふくざつ！！
所要時間
45分

目的
１．感情の知識について２つのポイント（①同時に２つ以上の種類や強さの違う感情を持つことがある、②同じ場面にいても人や立場によって感情がちがうことがある）を学ばせる。

２．立場の違う人の感情を、それぞれの立場に立って考える練習をさせる。
準備するもの

□フラッシュカード(｢ピア・サポート｣｢仲間・友だち｣「ささえる・助ける」「仲間や友だち同士が、おたがいにささえ合い・助け合う」｢周りの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣「① 同時に２つ以上の、種類や強さのちがう感情を持つことがある。」「② 同じ場面にいても、人や立場によって感情がちがうことがある。」) 

□ポスター「4年生の目標」
□模造紙① ｢今日のテーマ・目標・流れ｣

□お助けカード

□紙芝居ピア子さん版

□紙芝居ピア美さん版

□プリントA「変わる変わる感情たち」（おもて、うら：児童数）

□第2回かくにんプリント（第2回振り返り用紙と両面印刷：児童数）
□第2回振り返り用紙（第2回かくにんプリントと両面印刷：児童数）
般化維持プログラム　　　　　　　　　

□チャレンジ・プリント1,2（児童数）

□4年生ぴあぴあ新聞第2号（児童数）

児童の持ち物

□ピア・サポート・ファイル　　　　　　　　　
□筆記用具
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	活動項目
(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	児童の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習(4分)

	ピア･サポートの言葉の確認(2/2)

復習（2/4）
	1．ピア・サポートの意味の確認
・授業を始めます。今日も、最初にピア･サポートの意味を確認します。
・ピア・サポートのピアはどんな意味でしたか？

· そうですね。ピアは「仲間・友だち」です。
・では、サポートの方はどんな意味でしたか？

· はい、「ささえる・助ける」という意味でした。

・2つを足すと、どんな意味になりますか？
・そうです。「仲間や友だち同士がおたがいに、ささえ合い・助け合う」ことでしたね。
・では、お互いに支え合い・助け合う関係を作るために、大切にすることが2つありました。何と何でしたか？

· 「周りの人を大切にする」ことと、「自分を大切する」ことでした。
· 覚えられましたね。

2．4年生としての授業の目標の確認
・では、次の質問です。4年生のピア・サポートの授業の目標は何でしたか？

· そうですね。みなさんで読んでみましょう。

→(一斉に音読させる)「おたがいの感情について考え、よい人間関係を作ろう！」
3．前の授業の復習
· 前の授業で、学習した新しいことは「感情語」についてでした。覚えていますか？感情を表す言葉を？

· 「感情語」と言うのでしたね。そしてそれはどのくらいあるのでしたか？

· 「たくさん」でしたね。

· OKです。

· チャレンジ･プリントなどで、みなさんが調べた感情語を、教室に貼っておきました。（教室に掲示しておく。）
・これを見ると、私たちの周りには、さまざまな感情語があふれていることが、よくわかります。感情語をもっと増やしていきましょう。
· 今日は、この感情について、さらに一つ高いレベルの学習をします。


	「仲間・友だち」

「ささえる」｢助ける｣

｢仲間、友だちささえる、助ける｣

「周りの人を大切にする」｢自分を大切にする｣

「おたがいの感情について考え、よい人間関係を作ろう！」

　　　
｢感情語！｣

　　
「たくさん」

　
	●フラッシュカード「ピア･サポート」「仲間・友だち」｢ささえる・助ける｣「仲間や友だち同士がおたがいに、ささえ合い・助け合う」
◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード「周りの人を大切にする」「自分を大切にする」

◇フラッシュカードの提示

●（あらかじめ掲示）ポスター「4年生ピアの目標」



	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/5)
	1．今日のテーマと目標の説明

· では、こちらを見ましょう。今日のテーマと目標を説明します。

テーマ：感情ってふくざつ！！

目　標：感情のふくざつさを知って、感情についてより考えられるようになろう！ 
· みなさんは、複雑という意味を知っていますか？

· なるほど、そうですね。わかっている人もいますが、まだよくわかっていない人もいるようです。複雑の意味を簡単に説明しておきます。

· 複雑というのは、いろいろなことが、こんなふうに(指や体を使って説明)入り組んで、ごちゃまぜになっている、という意味です。

· ですから、「感情の複雑さを知る」ということは、人の感情は簡単ではなく、いろいろな感情が重なっていて、ごちゃ混ぜになっていることを知ることです。
2．今日の学習の流れの説明
· では、「今日の流れ」を説明します。

· ①の「復習」は終わりました。今は②「今日の学習の説明」をしています。

· これから、③の活動「変わる変わる感情たち」に進みます。今日は、ある2人の人の複雑な感情について、1つ1つ丁寧に考える練習です。

· それから④授業の「確認」をします。最後に⑤振り返り用紙に感想を書いて終わりです。


	回答する


	●（あらかじめ掲示）模造紙①「今日のテーマ・目標・流れ」



	3. 活動「変わる変わる感情たち」(33分)

	ポイントの説明(2/7)

紙芝居１を読む(2/9)

感情を考える(8/17)

ポイントの学習(1/18)

紙芝居２を読む（1/19）

活動の準備(2/21)

グループで考える(7/28)

全体シェアリング(9/37)

まとめ(1/38)


	· では、活動に入る前に、今日も感情について知っておいてほしいことを１つお話します。

1.複数の感情が同時に起こることがある

· まず、みなさんに1つ質問をします。みなさんが誕生日にプレゼントをもらったとしましょう。どんな感情になるでしょうか？
· そうですね。「うれしい」と感じるでしょう。

· では次の質問です。もし、そのプレゼントが、自分のほしかったものと違っていたら、そのときどんな感情が起こるでしょうか？
· そうですね。「がっかり」とか｢残念｣などですね。
· つまり、プレゼントをもらったことは「うれしい」。でもほしいものじゃなかったことは「がっかり」。
・こんなふうに私たちの体の内側では、2つ以上の全く違う種類の感情が、同じときに重なって起こることがあります。
· また、とてもうれしいけれど、少し残念であるとか、少しうれしいけれど、とても残念であるというように、同時におこる2つの感情の強さの間には、違いがあることがあります。これが感情について知ってほしい第一のポイントです。
①同時に2つ以上の、種類や強さのちがう感情を持つことがある

2．紙芝居1を考える

· では、今のポイントを頭に入れて、活動をしましょう。今からみなさんに、ある紙芝居を見てもらいます。

· 紙芝居にはピア子とピア美さんが出てきます。2人は4年生で、同じクラスの仲良しさんです。みなさんは、自分が主人公のピア子さんだったら、どんな感情になるかな、と考えながら見ていましょう。

→紙芝居を読む。（補助者が読んでもよい。）

· 紙芝居は終わりです。話の内容はわかりましたか？

· では、もう一度整理しましょう。

→紙芝居を黒板に貼りながら、場面を整理していく。

1 ピア子さんは一人ぼっちのピア美さんに話しかけることにしました。

2 ピア美さんの絵がとても上手だったので、「まねしてもいい？」と聞きました。

3 絵を描いていると、ピア男君がやって来て、「素敵な絵だね」と褒めました。

· 内容はわかりましたね？では、それぞれの場面で、あなたがピア子さんなら、どんな感情になるでしょうか。1番目の場面から発表してみましょう。

→1，2の場面は3，4名程度として、3の場面に時間をかけ、プラスの感情だけでなく、マイナスの感情も引き出すようにする。しかし、どうしても出ない場合は、以下のまとめのところで、指導者から「○○という感情もあるんじゃない？」とたずねる。

· (最後まで終わったら)みなさん、よく考えられました。特に、この3枚目の場面をよく考えてみると、いろいろな感情が出てきています。

· さっきの説明の通り、人はこんなふうに同時に2つ以上の感情を持つことがあるとわかりますね。

· 似ている感情でも、使う言葉の違いによって、伝わり方も違う感じがします。だから感情語を増やしておくことは、とても大切なのです。

· では、ここでプリントを1枚配ります。「変わる変わる感情たち」というプリントです。配られたら、表という方に名前を書きます。裏はまだ見ません。
· （プリントを配付したら）名前を書きましたか？今、みなさんが考えた場面が書かれていますね。みなさんが考えたものと同じ感情語が書かれています。でも中には、違う感情語もあります。初めて見る感情語があれば、覚えましょう。

3．立場が変わると感情も変わる

· では、顔を上げましょう。

· 今日はもう1つ、紙芝居を見てもらいます。でも、その前に、もう１つ感情について、大切なことを学習しましょう。

・それは、

②同じ場面にいても、人や立場によって感情がちがうことがある

ということ、です。

· 私たちはみんな感情を持っています。その感情は、みんなが同じになることもありますが、多くの場合、人によって感情が違います。

· 自分が楽しいから、相手も楽しいとは言えません。反対に、自分が苦しいときに、相手が苦しいとも限らないのです。

· 「感情は人によって違う」ということは、初めに予告プリントでも確認したことです。でも、みなさんはよくその“違い”を忘れて、行動することがありませんか？『相手も自分と同じになるだろう…』そんなときに、トラブルが起きるのです。
· 自分の感情も大切です。相手の感情も大切です。お互いに違う感情を大事にして、行動できると、４年生の目標、よい人間関係に近づくことができます。
4．紙芝居2を考える

· では、紙芝居の場合でも、立場が変わると感情が変わるでしょうか。もう１つの紙芝居を見てみましょう。

→紙芝居を読む。（補助者が読んでもよい。）

· 今、紙芝居を見て、何か気づいたことはありますか？

· そうです。先ほどと同じ話でしたが、主人公が変わっていました。
· こういうふうに、同じ場面でも、こっちから見ている人と、そっちから見ている人、というように、立っている場所が違うことを、立場が変わるといいます。

· では、先ほど配ったプリントの裏を見ましょう。今、見た場面が書いてあります。始めに、問題文を読みます。

→問題文を読む。

· 四角は3つあります。先ほどと同じように、自分がピア美さんの立場だったらどんな感情になるかを想像して、場面ごとにできるだけたくさんの感情語を書き入れます。

· 今日は、ここから、グループで考えます。グループの人の意見も聞いて、自分で気がつかない感情語があったら、参考にしながら進めましょう。感情語辞典を使ってもかまいません。

· では、グループの形になりましょう。（3～4名のグループになる、事前に決定しておく。）なれたグループから始めてかまいません。

· 制限時間は6分です。では、始めましょう。

· （児童の様子を見て）では、そこまでにしましょう。自分がピア美さんなら、どんな感情になるでしょうか。発表しましょう。

→順番2つ目と3つ目の場面についても聞いていく。
· みなさん、よく考えられましたね。

5．活動のまとめ：感情の複雑さを知る

· 黒板に2つの話が並んでいます。比べてみましょう。
· チョークの色が全然違いますね。わかりますか？
· こんなふうに（1人の主人公を追う：紙芝居を縦に見る）感情は、その人１人の中で、場面によってどんどん変化していきます。ピア子さんもピア美さんも初めと終わりでは、感情が違いますね。

· また、同じ場面（瞬間）でも（2人の間を行き来して示す）立場が違えば、感情は違います。

· 今日の授業の目標は、「感情の複雑さを知って、感情についてより考えられるようになろう！」でしたね。これで「感情が複雑」、つまりごちゃまぜになっていることがある、ということが、わかりましたか？

· でも、大事なことは、複雑だからといって簡単にあきらめないことです。とにかくよく考えて、自分の感情と相手の感情、この両方のことを思って、よい人間関係を作っていくようにすることです。今日学習したことを、忘れないようにしましょう。

	「嬉しい」

「がっかり」

発表する

｢同じ話｣「でも人が違うよ」｢主人公が違う｣
移動する

プリント記入

発表する


	●ﾌﾗｯｼｭｶｰﾄﾞ「① 同時に２つ以上の、種類や強さのちがう感情を持つことがある。」

◇ﾌﾗｯｼｭｶｰﾄﾞ掲示

●紙芝居ピア子さん版

◇紙芝居の掲示

◇板書（よい感情は赤チョーク、よくない感情は青チョーク、中間は白いチョークで書く）

●プリントＡ「変わる変わる感情たち」

◇プリントＡ配付

●ﾌﾗｯｼｭｶｰﾄﾞ「② 同じ場面にいても，人や立場によって感情がちがうことがある。」
◇ﾌﾗｯｼｭｶｰﾄﾞ掲示
●紙芝居ピア美さん版

◇紙芝居を黒板に掲示

●お助けカード

◇活動の補助

◇板書（よい感情は赤チョーク、よくない感情は青チョークで書く）



	4.確認(2分)

	確認(2/40)

	· では、今日の授業で学習したことを確認します。プリントを配ります。
→（少し時間をおいてから）空欄のキーワード「種類」「強さ」「人」「立場」を確認。


	プリント記入
	●第2回かくにんプリント
◇第2回かくにんプリント配付

	5.振り返り用紙の記入(5分)

	振り返り用紙の記入と回収、次回の予告(5/45)
	· 最後に、今日の授業を振り返って、感じたことを振り返り用紙に書きましょう。

· 次回は、　月　日です。次の授業では、強くなりすぎた感情を落ち着かせる方法、を学びます。


	振り返り用紙記入、提出
	●第2回振り返り用紙 
◇第2回振り返り用紙回収 
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板書計画（案）
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おたがいの感情について考え、


よい人間関係を作ろう！
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